
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

米需要創造推進事業 【令和７年度予算概算決定額 １０（１０）百万円】

＜対策のポイント＞
新たな米の需要を創造することにより、食の多様化や簡便化等により年々減少傾向にある米の1人当たり消費量に歯止めをかけ、米の消費を拡大するための
取組を支援します。
＜事業目標＞
米の需要拡大（消費量51㎏/年・人［R12年度］）

＜事業の流れ＞

国 民間団体等
定額

我が国の米の消費は、食の多様化等を背景に、1960年頃をピークとして
減少傾向にある一方で、我が国の気候風土に適した持続的な食料生産基
盤であり多面的機能を有する水田を維持し、これを有効活用していくことが、
我が国の食料供給力の強化を図る上で必要であり、米の消費拡大は極めて
重要な課題となっています。

このため、米の１人当たり消費量の減少率の大きい、中高年層をターゲット
として、米の機能性など「米と健康」に着目した調査・広報等、新たな米の需
要創造につながる取組を支援します。

［お問い合わせ先］農産局穀物課 （03-6744-2184）

米と健康に着目した調査・広報等、新たな米の需要創造につながる取組を支援

学術会議 マスコミ活用

パンフレット ウェブサイト

消費量減少の背景

肉料理が増加するなど、食の選択肢が多様化 家庭内炊飯割合が低下し、中食・外食
割合が約３割に増加

＜多様化＞ ＜簡便化＞

中食・外食

33.2%

家庭内食

66.8%

令和５年度

＜例＞
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